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環境試料に適用 した と きの 問題点や結果を以下 に 述べ る．

1． E−screen 　assay ： エ ス トロ ゲ ン レ セ プ ターを 保有

して い る ヒ トの 乳がん由来細胞 （MCF −7，
　T −47D）が

培養液 中に エ ス トロ ゲ ン 様物質が存在す る と増殖すると

い う性質を利 用 した バ イ オ ア ヅ セ イ法 で あ る．高感度 で

あ る が，培養条件や保存株によっ て 感度が異な る点が問

題で ある，

2． YES 　assay ： ヒ トの エ ス トロ ゲ ン レセ プタ
ー

遺伝子

と レ ポータ
ー

と して の β
一ガ ラク トシ ダ

ーゼ 遣伝子をプ

ラ ス ミ ド等 の形 で 導 入 した 酵母 を 用 い ，エ ス トロ ゲ ン 作

用 の 強さ を評価す る方法 で ある．E −screen に 比 べ て 感

度は劣る が，簡便な方法なの で よ く利用されて い る，

3． Ishikawa　Cellを用 い る方法 ： ヒ トの 子宮内膜が ん

由来 の 細胞 で ， 培養液中の エ ス トロ ゲ ン 様物質の存在下

に おい て ア ル カ リ フ ォ ス フ ァ ターゼ活性 が上 昇す る性質

を利用す る．環境試料へ の適用例 は ま だ 少ない ．

4． 上述の バ イ オア ッ セ イに お い て試料 の 前処理 をどの

ように す る か は非常 に重要 で あ る．ジ ク ロ ロ メ タ ン を 用

い る液
一
液抽 出法 と Sep・pakC18 等を 用 い る固相抽 出法

で は結果が大 き く異な る．と くに，下水 や河川水の 液一

液抽出物中 に は 上 述 の 培養細 胞 や 酵母 の 増殖 を阻害する

物質が含まれて お りデー
タの解析の際に 注慧を要する，
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　野生淡水魚の 生殖異常と化学物質との 関連は，イギ リ

ス で，下 水 処 理 排 水 が 流入 す る川 に おい て 雌雄同体化 し

た ロ ー
チ （コ イ科魚）が発見された こ とに端を発 し，注

目さ れ始め た．我 が 国 に おい て も、内分泌攪乱物質の 淡

水魚 へ の 影響 に 関 して 多 くの研究が始 ま っ た ．しか し，

まだ調査研究が始まっ て間も な い こ と もあ り ， 日 本の 野

生淡水 魚に お い て 生 殖 異常が 報告 され た例 は 少 な い ．著

者 らは全国的に分布す る ウ グ イ を対象魚 と して 調査を開

始 したが，雄 に お い て 低濃度な が らビ テ ロ ジ ェ ニ ン が 検

出 され て は い る もの の ，生 殖 腺 の 異 常 等 は 今の と こ ろ 観

察 され て い な い．ま た，環境庁や建設省 ， その 他 の機関

の調査 に よ り， 日本の 多 くの 河川 で 水中，底質中ある い

は 魚体 中 か ら 内分 泌 攪乱作用 を 示 す物質 が検出され て い

る．淡水魚は 川 ご と に隔離されや す く，遺伝的多様性が

933

低下 して近交弱性 が 生 じる な ど存続基盤が脆弱で あ り，

何 ら か の 僅 か な イ ン パ ク トに よ っ て容易に絶減 に 向かう

可能性がある．そ の ため，我が国 に お け る 内分泌攪乱物

質 の 存在，影響実態 な どの現状 を十分 に 把握 し，早急に

対策 を講ず る必 要 が あ ろう．
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　最近 ， 東京湾 に生息するマ コ ガ レイ が雌性 ホ ル モ ソ 様

活性物質の 影響 を受けて い る こ とや，東京湾産の 雄マ コ

ガ レイ に精巣卵が 見 られた とい う報告が な さ れ て い る．

著者 は 原因物質探索 の は じめの
一

歩 と して ， 東京湾湾奥

部で採取 した環境試料中の 雌性ホル モ ソ 様活性 （Estro・

genic　actiVity ：EA ） を パ イ オ ァ ッ セ イ し，東京湾へ の

EA 物質の 流入経路 を調査 した，

　関東近海 で捕獲 した マ コ ガ レ イ の 血清中の ビ テ ロ ジ ェ

ニ ン 濃度 を 測 定 した 結果，雄 マ コ ガ レ イ の 約 40％ か ら

ビ テ ロ ジ ェ ニ ン が 検出された （最高値 ： 2200ng ／ml ）．

しか し北海道産 の 雄 マ コ ガ レ イ か らは 検出されず，関東

近 海 の 海 域 に 生 息 す る雄 マ コ ガ レ イ が ， なん らかの 原因

で内分泌系が 撹乱 されて い る 可能性 が 示 唆された．

　環境試料中の雌性 ホ ルモ ン様活性を把握す るた め に東京

湾 に 流 入 し て い る 主要 7 河川 と東京湾湾奥部 で 採取 し

た 試水を用 い ，MVLN 細胞 に よ る EA 測定 を行っ た．

千葉 県 側 の 河 川 （小櫃 川 ， 養老川）に 比 べ 東京都側 の 河

川 （多摩川，隅田川）で 活性 の 最大値 が高い 傾向 が 見ら

れた．ま た，河 口域 か ら湾中央部 に か け て試水の 堪分 と

最大 活性値 との関係を調べ た と こ ろ ， 塩分が高 くな るに

つ れ て 最大活性値は減少し， 東京湾 の 水中の 女性ホ ル モ

ソ 様活性をもつ 化合物 は 主 に 淡水 起源 で あ る こ とが 示 唆

され た．
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　貝 類 に お い て観察さ れ て き た 内分泌攪乱現象は ，主 に

腹足類に お け る イ ン ポ セ ッ ク ス で ある．イソ ポセ ッ ク ス

は雌の腹足類に 雄 の 生殖器官 （ペ ニ ス と輸精管）が形成

さ れ て 発達 す る不可逆的現象で あ り， あ る種の有機 ス ズ

化合物 （トリブチ ル ス ズ ： TBT や ト リフ ェ ニ ル ス ズ ：
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